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日本食の魅力をまるごと紹介 

～シンガポールで日本食の総合見本市「Oishii Japan」開催～ 

  

シンガポール事務所 

 

 日本食の総合見本市「Oishii Japan」が 11 月 1 日（木）～3 日（土）の 3 日間の日

程で、サンズ・エクスポ・アンド・コンベンションセンター（マリーナ・ベイ・サンズ）

で開催されました。この見本市は、日本の飲食品や調理機器等を一堂に紹介し、経済成長

が続くアセアン市場への販路拡大と東日本大震災の被災地を中心とした日本産品の信頼回

復を図ることを目的としています。「Oishii Japan」には、日本を中心に 220 の企業・

団体とともに、27 都道府県が出展されました。 

 

■日本食の魅力発信 

 「Oishii Japan」は、日本食に特化した展示会であり、これまでには見られなかった

新しい取り組みがありました。 

 四国エリアでは、香川県と愛媛県が海外では初めて合同で

出展し、かんきつ類と水産物の市場拡大のため、みかんや養

殖ハマチを提供していました。愛媛県は、2012 年 4 月に

単独で当地デパートにて試食展示会を実施した際、その反応

がよく、今後もブランド定着のため機会を捉え、出展してい

くとのことでした。養殖ハマチを出荷している森松水産冷凍

株式会社によると、当地にはすでに輸出していますが、小規

模小売店向けのニーズを受け、これまでの加工方法を見直し、

切り身販売を増やしていくことで輸出を更に拡大したいと、

ブースを訪れるバイヤーに、日本産ハマチの美味しさをアピ

ールしていました。 

 また、新潟県の酒造組合が、地元メーカー19 社と出展されました。日本酒の海外へ輸

出はシンガポールを含めアメリカ、韓国と現地卸会社を設立しレストランを中心に既に販

売を行っています。さらに海外で市場を伸ばすため、地元で行っているイベント「酒の陣」

を当地でも開催しようと「新潟酒フェスティバル」が実施されました。新潟地酒 117 銘

柄がシンガポールに持ち込まれ、北京ダックを肴にした初めての試みでした。シンガポー

ル人を中心に約 200 名の参加者が新潟の日本酒を堪能し、当地の日本酒ファンに「新潟」

を印象づけることができたようです。 

 

 

 

 

ブースでの状況 
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 また、農林水産省が、東日本大震災の被

災地産品を中心に農林水産物・食品の輸出

回復のため、ブースを開設しました。ブー

スでは、福島県産の米や被災地を中心とす

る酒蔵からの日本酒を無料で試飲できるコ

ーナーを設置するなど、被災地産品の魅力

が紹介されていました。さらに、農産品等

の出荷には、厳しい安全基準が設けられ、

ウェブサイトで詳しい放射線モニタリング

検査の結果を公表していることや米の全袋

検査を実施していることなど、「日本食の安全性」について大きくアピールしていました。 

 今回総合的な日本食品関連見本市ということで、食品以外でも、堺市から和包丁や土岐

市陶磁器卸商業協同組合が美濃焼を出展するなど、幅広い日本の食文化の紹介と新たな市

場開拓に訪れたバイヤーと熱心な商談が行われていました。 

 

■今後に向けての可能性 

 今回シンガポールでは初めて、日本食の総合展示会として、日本食品をはじめ、刃物や

器など調理機器類も多く出展されました。３日間を通して、参加された方に感想を聞いた

ところ、これまで出展してきた会場では、前半２日は商談日と設定されていたことから、

一般客の姿はほとんどなく、来場者は少ないと感じたようです。しかし、バイヤーとの商

談については、期待していた以上に出来たようです。また、来場バイヤーは、インドやマ

レーシア、インドネシア等の周辺諸国からの来場者も多く、アセアン諸国におけるシンガ

ポールの位置づけを再認識できたとのことでした。 

 主催者側によると、当地のバイヤーから次回に向けての期待や展示会でのプレゼンテー

ション方法などの要望などがあり、来年の開催に向け改善していくとのことでした。 

 今年度の改善点を踏まえ、来年度は更に魅力ある展示会となることが期待され、今後楽

しみな展示会の一つとなりそうです。 

 

■概要  

開催期間 2012 年 11 月 1 日（木）～11 月３日（土） 

開催場所 サンズ エキスポ＆コンベンションセンター 

名称 Oishii Japan 2012 

主催/ 

後援 

OJ Events Pte Ltd/ 

農林水産省、観光庁、日本政府観光局、国際機関日本アセアンセンター、 

自治体国際化協会、北海道、鹿児島県、在シンガポール日本国大使館等 

来場者数 5,096 人（11 月 1-2 日はビジネス関係者、3 日は一般公開） 

日本酒試飲ブース 
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■次回 Oishii Japan 開催予定 

開催日程：2013 年 10 月 17 日（木）～10 月 19 日（土） 

開催場所：サンテック シンガポール 

 

■出展に関する問い合わせ先 

 TSO MP International Pte Ltd (Japan Sales Office) 

  TEL: 03-3276-6511 

 Website：http://www.oishii-world.com/                

                   

        （則松所長補佐 北九州市派遣） 


